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広報
ご利用者に安らぎと幸せを　職員は真心と向上を

大切にしたい方針「つながる」「つくる」「そだてる」
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　大淀町及び近隣市町村にて、訪問
看護を行っています。ご自宅を訪問
し、健康状態のチェックや内服薬の
確認、リハビリなどを提供します。
幼児から高齢者まで幅広く対応し、
日常的な支援はもちろん、退院後の
生活復帰支援や終末期の看取りケア
にも力を入れています。私たちの訪
問が、ご利用者とご家族の不安を和
らげ、安心につながる事に大きなや
りがいを感じています。今後は、小
児訪問看護の専門性をさらに高め、
職員同士が想いを共有し学びと経験
を積める事業所であり続けて行きま
す。

　美吉野園では、長年にわたり職務に尽力してきた
職員へ感謝と敬意を表するため、永年勤続表彰を行
っています。努力が正当に評価されることで働く意
欲や職員の定着につながり、一人ひとりの誇りを育
んでいます。経験を重ねた職員の姿は後進の目標と
なり、大切にしてきた価値観や歩みを次世代へと受
け継いでいます。今年は5名の職員が勤続20年表彰を
受賞しました。
 　また、自主的な研究活動や施設内外での研究発表
などを通じて顕著な功績を残した職員の表彰も行っ
ており、今年度は個人2名、団体4組の表彰を行いま
した。

　限られた時間の中でも、ご利用者
一人ひとりにとって効果的な訓練と
なるよう、日々工夫を重ねていま
す。また、認知症状のある方へのア
プローチに力を入れ、無理のない形
で訓練内容に取り入れています。心
身の変化を観察しながら訓練を実施
し、セラピストチームで、それぞれ
の専門分野を生かしたチームケアを
行っています。チーム内で相談や協
力をおこない、訓練だけでなく、生
活状況や食事の様子など、特養寮を
ご利用されている全ての方の状況把
握に努めています。

　全員に参加をしていただける集団
療法、少人数で行う小集団療法、
個々に行う個別療法の3つの音楽療
法を行っています。発声練習、歌を
歌いながらの軽体操を行いながら口
腔、身体機能の維持向上に努めてい
ます。
　音楽療法は、心理・情緒面の専門
家、ご利用者と職員間の感情的な架
け橋などといった役割をもっていま
す。ご利用者に笑顔になっていただ
くため、機能訓練指導員及び多職種
連携で、特養にとって音楽療法がな
くてはならない存在となるよう進め
ています。
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職員永年勤続表彰　勤続20年

私たちが介護・医療のサービスを提供してまいす。施設・居宅でお一人おひとりの生活を援助しています。


